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研究成果の概要：IgG4-IgE複合体はIgG4関連疾患患者の21.2%に認められたが、他の疾患では認められなかっ
た。さらに、IgG4-IgE複合体保有患者は、自己免疫性膵炎患者が高頻度であるということが明らかとなった。一
方、IgG4-IgE複合体の保有群と非保有群において臨床所見を比較検討したが、統計学的な有意差は認められず、
IgG4-IgE複合体の臨床的意義は明らかになっていない。IgG4-IgE複合体の存在はIgG4、IgEの各濃度に依存しな
いことから、IgG4やIgEの量的異常ではなく、質的異常や他の因子に起因する可能性がある。

研究分野： 臨床化学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
IgG4とIgEが結合したIgG4-IgE複合体は、IgG4関連疾患患者に限定して認められた。さらに、IgG4-IgE複合体保
有例は、自己免疫性膵炎患者が高頻度であるということが明らかとなった。一般にIgGサブクラスの中でIgG4は
僅か3～4%である。しかし、IgG4-RDではIgG4の比率が極端に高くなり組織に沈着するが、IgG4産生の意義は十分
に解明されておらず、IgG4-IgE複合体の存在は病態の解明の手がかりとなる可能性がある。
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１．研究の目的 
我々は、IgG4 関連疾患患者の一部で IgE 測定値が偽低値となっている症例に

遭遇したことに端を発し、IgG4-IgE 複合体の存在を発見し、IgG4-IgE 複合体を
検出する測定系を確立してきた。しかし現在までに、IgG4-IgE 複合体が普遍的
に存在するのか、一部の疾患に限定されているのかということは明らかにされ
ていない。 
 本研究では、IgG4-IgE 複合体の出現頻度を調査し、臨床的背景との関連を明
らかにすることを目的とした。 
 
２．研究成果 
（1）IgG4 関連疾患（IgG4-RD）患者 33 例（男性：19 例、女性：14 例、年齢
中央値：69 歳）、非 IgG4-RD 患者 17 例（男性：7 例、女性：10 例、年齢中央
値：68 歳）を対象とした検討において、IgG4-IgE 複合体は IgG4-RD 患者 33 例
中、7 例（21.2%）に認められたが、非 IgG4-RD 患者 17 例では認められなかっ
た。 
 
（2）IgG4-IgE 複合体保有群は自己免疫性膵炎患者が 85.7%、非保有群は 42.3%
と統計学的に有意に高頻度であるということが明らかとなった。 
 
（3）IgG4-IgE複合体の保有群と非保有群において臨床所見を比較検討したが、
統計学的な有意差は認められず、IgG4-IgE 複合体の臨床的意義は明らかになっ
ていない。 
 

IgG4-IgE 複合体の存在は IgG4、IgE の各濃度に依存しないことから、IgG4
や IgE の量的異常ではなく、質的異常やその他の因子に起因する可能性がある。

IgG4-RD における IgG4 産生の意義は未だ解明されておらず、本研究において

得られた知見は、IgG4-IgE 複合体の存在は病態の解明の手がかりとなる可能性

がある。 
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